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１．目的  

 圧縮フランジを有するＴ型断面ＲＣ梁のせん断設計

は，矩形断面を用いた実験結果に基づくせん断耐力算

定式により行っている．そのため，Ｔ型断面部材のせ

ん断耐力は，部材のせん断耐力を安全側に評価するた

めにフランジの影響を無視して矩形断面として扱われ

ているのが実態である 1）． 

 そこで，Ｔ型断面梁のフランジ形状の影響によるせ

ん断耐力を明らかにするために，Ｔ型断面梁供試体を

用いて載荷実験を行い，既往のせん断耐力算定手法に

よるせん断耐力の比較検討を行った．以下に，その概

要を示す． 

２．実験概要 

２．１ 供試体および諸元 

 本実験で用いたＴ型断面ＲＣ梁供試体の形状を図－

1 に示す．供試体は，ウェブ幅 150ｍｍ，桁高さ 400ｍ

ｍ，有効高さ 350ｍｍのＴ桁断面の単純梁供試体で，軸

方向引張鉄筋はＤ22 を 3 本，軸方向圧縮鉄筋はＤ10 を

2 本配置した．また，せん断補強筋は配置していない． 

 パラメータは，フランジの断面形状とせん断スパン

比とした．フランジ形状は，フランジ幅を 150ｍｍ，300

ｍｍ，450ｍｍ，750ｍｍ，フランジ厚を 100ｍｍ，200

ｍｍと変化させた．また，せん断スパン比ａ/ｄは 2.50，

3.25，4.00，5.50 と変化させた．供試体は全 9 体とし

た． 

２．２ 載荷方法 

 載荷はスパン中央 2 点対称載荷とし，載荷方法は引

張鉄筋のひずみが 500×10-6，1000×10-6 で除荷し，そ

の後単調増加させ，供試体が破壊するまで載荷した． 

 測定は鉄筋およびコンクリートのひずみ，たわみ，

荷重について行い，ひび割れ性状の観察を行った． 

３．ひび割れおよび破壊性状 

 供試体には，まずスパン中央付近で曲げひび割れが

発生した．その後，支点位置付近から荷重載荷位置に

向かって斜めひび割れが発生した．この斜めひび割れ

が貫通した供試体は，フランジ幅 450ｍｍ，フランジ厚

100ｍｍ，せん断スパン比 2.50 の 1 供試体のみで，他

の供試体では斜めひび割れが貫通することはなかった． 

 各供試体の破壊モードは，降伏荷重の計算値よりも

破壊荷重が小さく，せん断破壊とした． 

４．既往のせん断耐力算定手法との比較 

 本実験結果を用いて，既往のせん断耐力算定方法の

検討を行うこととした．既往のせん断耐力算定式とし

て，二羽らが提案している式 2）を用いた．文献 1）に従

い，フランジの影響は無視して矩形断面としてせん断

耐力を算定した． 

 

 

 

 

 

 

                      

 

                 図－１ 供試体の形状（Ｔ型） 
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５．考察 

５．１ フランジの影響 

 せん断耐力の実験値（Ｖtest）と計算値（Ｖcal）の比

（Ｖtest/Ｖcal）とウェブの断面積（Ａｏ）に対する全断

面積（Ａ）の比（Ａ/Ａｏ）の関係を図－2 に，Ｖtest/Ｖ

cal とウェブの幅（ｂｗ）に対するフランジ幅（ｂｆ）の

比（ｂｆ/ｂｗ）の関係を図－3 に示す． 

 Ａ/Ａｏやｂｆ/ｂｗが大きくなると，Ｖtest/Ｖcalが大き

くなる傾向にある．また，ａ/ｄ=3.25 と 4.00 で，Ａ/

Ａo，ｂｆ/ｂｗが小さい範囲において，Ｖtest/Ｖcalは 1.2

程度であった． 

５．２ せん断スパン比の影響 

 Ｖtest/Ｖcalとａ/ｄの関係を図－4に示す．これより，

ａ/ｄ=5.50 の供試体においてＶtest/Ｖcalは 1.0 程度の

結果が得られたが，ａ/ｄ=2.5 におけるＶtest/Ｖcalは 2

～3 程度となった．これより，せん断スパン比によりフ

ランジ形状の影響の程度が異なると考えられる． 

 Ｖtest/Ｖcal とフランジ厚（ｔｆ）に対するフランジ幅

（ｂｆ）の比（ｂｆ/ｔｆ）を図－5 に示す．これより，

Ａ/Ａｏおよびａ/ｄが同じであれば，ｂｆ/ｔｆが小さい

方が，せん断耐力に与える影響が大きい結果となった． 

６．結論 

 Ｔ型断面梁供試体を用いて載荷実験を行い，既往の

せん断耐力算定手法によるせん断耐力の比較検討を行

った． 
 その結果，Ｔ型断面梁のＡ/Ａｏおよびｂｆ/ｂｗが大き

くなると，Ｖtest/Ｖcal が大きくなる傾向にあり，ａ/ｄ

が小さくなると，Ｖtest/Ｖcal が大きくなる傾向がある．  

また，ｂｆ/ｔｆが小さい方がせん断耐力に与える影響が

大きくなる． 

 以上の結果より，せん断耐力はフランジ形状の影響

を受け，文献 1)の方法よりも大きなせん断耐力となる

ことが明らかになった．  
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図－2 Ｖtest/ＶcalとＡ/Ａoの関係(tf=200mm) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3 Ｖtest/Ｖcalとｂｆ/ｂｗの関係(tf=200mm) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－4 Ｖtest/Ｖcalとａ／ｄの関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－5 Ｖtest/Ｖcalと bｆ/tｆの関係（A/Aｏ=1.50，

a/d=2.50） 
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